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現代社会は目まぐるしく変化し，高度に情報化，グローバル化が進展している．この予測困難な時

代において，生涯に亘って学び続け，主体的に考え，最善な解を導き出すために多面的な視点から判

断・行動できる人材の育成が急務となっている．本研究では，問題解決の縦糸・横糸モデルを簡略化

した形で活用し，これからの社会を生き抜くために必要となる問題解決力を共通教科「情報」でいか

に育成するかを検討する． 

 

１．はじめに 

現代社会は目まぐるしく変化し，高度に情報化，

グローバル化が進展している．この予測困難な時

代において，生涯に亘って学び続け，主体的に考

え，最善な解を導き出すために多面的な視点から

判断・行動できる人材の育成が急務となっている．

人工知能（AI）・ビッグデータ・IoT などに対応で

きる高度情報人材を多く輩出する目的で小学校段

階からプログラミング教育が導入され，高等学校

共通教科「情報」においても，学習指導要領の改

訂に伴い「情報 1」が共通必履修科目として新設

され，全ての生徒が，プログラミングのほか，ネ

ットワークやデータベースの基礎等について学ぶ

こととなった．本研究では，これからの社会を生

き抜くために必要となる問題解決力を共通教科

「情報」でいかに育成するかを検討する． 

 

２．問題解決の枠組み 

松田(2016)は，Bruer(1993)の「インフォームド

な指導」という概念と関連づけ，修得すべき問題

解決力のモデルをメタ認知知識として明示するた

めに「問題解決の縦糸・横糸モデル」を提唱して

いる．本研究では，当該モデルを簡略化して，高

校生の理解を促すためのメタ認知（図１），縦糸の

流れ（図２）を中心とした「問題発見・解決思考

の枠組み」を活用して，問題解決を指導する方法

を提案する． 

具体的には，「目標設定過程」「解決策発想過程」

「合理的判断過程」「最適化による解の導出過程」

「ふりかえり過程」という段階を踏んで問題解決

を経験させる枠組みである．各過程では図３の情

報的な見方・考え方を適宜活用して，思考・判断

するよう指導する． 

 

図２ 問題解決の枠組み 

図３  問題解決のための見方・考え方  

図１ 問題解決を俯瞰できる力の育成 
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３．情報社会の問題解決 

3.1 問題解決の流れを理解させる 

共通教科「情報Ⅰ」の（１）は情報社会の問題

解決である．ここは，教科全体の導入である．情

報技術が人や社会に果たす役割と影響を鑑み，情

報モラル理解して情報と情報技術を適切かつ効果

的に活用して問題を発見し解決策を検討し，望ま

しい情報社会の構築に寄与する問題解決力を身に

つけるベースとなる力を身に付ける．  

問題解決の枠組みを活用して，まずは個人的問

題解決の事例に即して指導する．その上で，社会

的問題解決における情報システムの活用を検討・

評価し，解決策を発想することができるようにな

ることが目標である． 

 

3.2 テーマの設定 

限られた時間の中で（２）（３）（４）を修得す

るための導入としての問題解決をさせるためには

テーマの設定が重要となる．生徒の学習意欲を高

めるためには，自分の問題としての興味が持て，

自分の生活にも役立ち，社会的な課題も解決でき

る課題であることが望ましい．社会的な問題にな

っており，自分でも解決に取り組むことができる

内容であり，情報収集が容易にでき，自身でモデ

ル化やシミュレーションに取り組める内容を選択

する必要がある． 

具体的にレジ袋有料化問題を題材に大学初年次

生を対象に実践を行ったところ，2020 年 7 月 1

日よりレジ袋が有料化したため，コンビニでアル

バイトをしている学生も多く，非常に身近な問題

であるため関心が高く，地球温暖化のデータや，

ビニールごみ問題と，自分自身にアルバイト先で

起こるさまざまな問題がリンクし，真剣な情報収

集・分析，それから活発な議論が行われた． 

テーマ例： 

・より良いネット社会を築くための 

SNS でのコミュニケーションのあり方 

・ながらスマホを無くすためには 

・SDGｓ  食品ロス 

地球温暖化とレジ袋有料化問題 

 

3.3 指導のコツ 

 生徒に問題解決を指導する場合，非常に重要と

なるのは，自分のやっている問題解決を俯瞰して

みる力（メタ認知する能力）（図１）を育てること

である．問題解決について初等中等教育で重要性

が唱えられているが，現状では問題解決の流れを

明示的には指導されていない．問題解決というこ

とでテーマを与えられ，行き当たりばったりに生

徒が課題に取り組んでいることが多く見受けられ

る． 

問題解決の枠組みに沿って問題解決を行わせ，

さまざまな段階で，見方や考え方（図３）を意識

させることが重要である．問題を解決するために

はさまざまな場面で，情報を収集し活用すること

が重要であることや，モデル化やシミュレーショ

ンを行うために，システム的な観点で物事を捉え

ること，多様な良さを発想することや，よさの間

には必ずトレードオフが発生することを認識する

ことなどを意識させることが重要である．特に現

在はコロナ禍で世の中が大変な状況になっている

が，このような状況にこそ情報技術を活用して解

決方法の発想を広げ，新しいコミュニケーション

のあり方や働き方を切り開くことが大切である，

「ピンチはチャンスだ」など指導の際に，問題解

決のさまざまなところで，「問題解決のコツ」とし

て見方や考え方を修得させることが重要だと思わ

れる． 

 

５．まとめと今後の課題 

本研究では，これからの社会を生き抜くために

必要となる新しい価値を創出するための問題解決

力を共通教科「情報」でいかに育成するかを検討

した．問題解決の縦糸・横糸モデルを簡略化して

活用し，高校生に問題解決をメタ認知させるため

の指導のコツを提案した．今後は高校生を対象に

実践を行い指導法の効果を検証する必要がある． 
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